
　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟

は
、
昨
年
度
ま
で
難
民
の
子
ど
も

た
ち
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト“
ピ
ー
ス

パ
ッ
ク
”を
作
成
し
、
世
界
の
平

和
に
つ
い
て
学
ぶ「
ピ
ー
ス
パ
ッ
ク

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
ガ
ー
ル
ガ
イ
ド
・

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
世
界
連
盟（
Ｗ

Ａ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｓ
）が
1
9
9
3
年
に
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
も
の
で
、
日
本
連

盟
で
は
他
の
国
々
が
３
年
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
終
了
し
た
後
も
取
組

を
続
け
、
最
初
は
ア
フ
ガ
ン
難
民
、

つ
い
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
難
民
の
方
々

へ
と
15
年
に
わ
た
っ
て
24
万
８
千

個
の
ピ
ー
ス
パ
ッ
ク
と
６
万
足
の

靴
を
贈
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
国
内
に
も
目
を
向

け
、
国
連
と
連
携
し
て
い
る
Ｗ
Ａ

Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｓ
の
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
開

発
目
標
の
達
成
に
向
け
た
取
組
の

一
環
と
し
て
、
日
本
国
内
の
環
境

活
動
に
よ
っ
て
難
民
支
援
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
たG

reener

×

G
reener

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

ふ
た
つ
のG

reener

（
緑
を
増
や
す

こ
と
を
意
味
す
る
グ
リ
ー
ン
の
比

較
級
）で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
国
内
で
は
ガ
ー
ル
ス
カ

ウ
ト
が
地
域
の
方
々
や
企
業
と
一

緒
に
森
林
保
全
活
動
な
ど
環
境
活

動
を
行
い
、
日
本
の
緑
を
も
っ
と

豊
か
に
し
ま
す—

—

こ
れ
が
一
つ

め
のG

reener

で
す
。

　

二
つ
め
のG

reener

は
、
国
内

の
活
動
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
利
益

を
海
外
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
周
辺
の

森
林
環
境
の
改
善
に
役
立
て
る
こ

と
。
難
民
キ
ャ
ン
プ
は
原
生
林
な

ど
に
作
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

そ
こ
へ
急
に
多
く
の
人
が
住
む
こ

と
で
土
地
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト

を
与
え
、
周
辺
の
森
が
荒
れ
た
り
、

森
か
ら
収
入
を
得
て
い
た
住
民

の
間
で
紛
争
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
森
林
破
壊
な
ど
に
よ
る
気

候
変
動
も
難
民
を
生
み
出
す
原
因

　

フ
ォ
レ
ス
ト
・
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟

が
４
月
か
ら
開
始
し
た「
ピ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト G

reener 

× 

G
reener

」。
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
難
民
支
援
を
発
展
さ
せ
、

国
内
の
森
林
保
全
活
動
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
活
動
で
得
た
利
益

に
よ
り
、
海
外
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
周
辺
の
森
林
環
境
の
改
善
を
行

な
う
新
し
い
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

——社団法人ガールスカウト日本連盟

国内の森林保全活動によって、
海外の森林環境も整備する

ピースプロジェクト

G
グリーナー

reener×G
グリーナー

reener
難民キャンプ支援
昨年度までの15年間、ガールスカウト日
本連盟は、国連難民高等弁務官事務所

（UNHCR）と協力して、難民の子どもたち
に「ピースパック」というプレゼントを贈る
活動を行なってきました。

企業との連携
全日空と協力して米
子空港周辺の植樹を
行ないました。

ピースプロジェクトを
説明する日本連盟理
事の湯田ミノリさん
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の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
お
り
、
難
民

問
題
の
背
景
に
は
環
境
の
変
化
が

大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
問
題
の
解

決
に
、
日
本
国
内
の
活
動
に
よ
る

利
益
を
充
て
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。

　

国
内
で
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
日
本

連
盟
が
中
心
と
な
り
、
環
境
問
題

に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と

は
、
大
き
な
視
点
で
み
れ
ば
地
球

全
体
の
環
境
を
も
っ
と
良
く
し
て

い
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
自

分
た
ち
の
努
力
が
世
界
に
つ
な
が

り
、
も
し
か
し
た
ら
難
民
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

も
う
す
で
に
難
民
が
い
る
地
域
に

は
、
自
分
た
ち
が
直
接
働
き
か
け
、

地
域
の
森
林
環
境
を
良
く
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か—

—

G
reener

×G
reener

は
、
そ
う
い

う
目
的
を
も
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
す
。

　

活
動
に
よ
り
利
益
が
生
ま
れ
る

と
い
う
発
想
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
マ

ラ
ソ
ン
を
例
に
考
え
る
と
分
か
り

や
す
い
と
思
い
ま
す
。「
完
走
し
た

ら
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
寄

付
金
は
○
○
に
活
用
し
ま
す
」と
い

う
チ
ャ
リ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
に
対
し

て
、G

reener

×G
reener

の
場
合

は
マ
ラ
ソ
ン
の
部
分
が
地
域
に
合

わ
せ
た
活
動—

—

畑
で
の
作
業
や

森
の
下
草
刈
り
だ
っ
た
り
、
間
伐

材
の
利
用
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

な
る
わ
け
で
す
。

　

G
reener

×G
reener

は
ガ
ー
ル

ス
カ
ウ
ト
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
海
外
の
難
民
キ
ャ
ン
プ

支
援
は
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ（
国
連
難
民
高

等
弁
務
官
事
務
所
）と
連
携
し
て
行

い
ま
す
が
、
国
内
活
動
は
地
域
や

企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
方
々

と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

既
に
鳥
取
県
で
は
米
子
空
港
の
周

辺
の
緑
化
活
動
を
行
っ
て
い
る
全

日
空
と
一
緒
に
植
林
を
行
な
っ
た

り
、
栃
木
県
で
は
足
尾
銅
山
周
辺

の
植
林
に
参
加
し
た
り
と
い
っ
た

取
組
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
社
会
貢
献
活
動
を
し
た
い
が

何
を
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
と

い
う
方
々
に
、
一
緒
に
何
か
を
す

る
提
案
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
は
地
域

の
森
林
保
全
活
動
に
積
極
的
に

参
加
し
、
日
本
の
森
を
良
く
す
る

努
力
を
し
ま
す
の
で
、
地
域
や
企

業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
皆
さ
ん

は
、
ど
う
か
私
た
ち
の
難
民
キ
ャ

ン
プ
支
援
に
力
を
貸
し
て
く
だ
さ

い
」と
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
日
本
連

盟
の
湯
田
さ
ん
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
語
っ
て
い
ま
す
。

今日からやろう！森のための

4つのアクション

 緑化活動
下草刈り、枝打ち、間
伐などにより、自らの
手による森林づくり体
験を行なっています。

 鉛筆立て作り
温かみのある木を使ったものづくりを通
して、森への感謝の心が生まれます。

 ツリークライミング
高さ８ｍの樹上から見る森の素晴らしい景色。自然
とともに森の中で生活し、その大切さを学びます。

 緑の募金活動
美しい森林を守るた
めに、緑の募金活動
を行なっています。

フォレスト・サポーターズ

４つのアクション
活動紹介
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